
戦
国
時
代
か
ら
江
戸
時
代
へ

時
代
と
共
に
役
割
も
位
置
づ
け
も

移
り
変
わ
っ
て
い
っ
た
山
城
。

川
崎
町
内
に
は
い
く
つ
も
の
城
跡
が
残
さ
れ

ど
れ
も
が
桁
外
れ
の
ス
ケ
ー
ル
だ
。

深
ま
る
秋
、厳
か
な
佇
ま
い
は
さ
ら
に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
。

兵
ど
も
が
駆
け
巡
っ
た
往
時
に
想
い
を
馳
せ
て

歴
史
探
訪
に
出
か
け
よ
う
。

秋
深
し
兵

つ
わ
も
の

ど
も
が
城
の
跡

川
崎
町
で

歴
史
ロマン
に
ひ
た
る

前川本城の土塁

川崎町編
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川崎町大字支倉字舘山

上楯城跡の駐車場。トイレあり

土
ど る い
塁 …土を高く土手状に盛った防壁

曲
く る わ
輪／郭

かく
…生活上、軍事上などの理由で平坦化された地。郭は「くるわ」とも読む

虎
こ ぐ ち
口 …曲輪の出入口

枡
ますがた
形 …土塁や石塁などで方形に囲んだ虎口。防御を重視した出入口で、塁線の内側　

　　　　 に設置する「内枡形」、外側に設置する「外枡形」がある

空
からぼり
堀 …水堀（濠）に対して水のない堀。現存する堀が浅く見えるのは、堀底に廃城期　

　　　 　またはそれ以降の土が堆積しているため

要
ようがい
害 …地勢が険しく、守りやすく、攻めにくい所

搦
から
め手

て
…城の裏

横
よこぼり
堀 …曲輪を取り巻くように、等高線に沿って造られた堀

堀
ほりきり
切 …敵の侵入を防ぐため尾根を垂直に切り取って造られる空堀。曲輪同士の区切り

　　　　 や城の境を示す目的で造られることもあった

川
崎
町
の
歴
史
あ
る
山
城
巡
り
。
幕
開
け
は
、
支
倉
常
長
ゆ
か
り
の
上
楯
城
跡
か

ら
。
支
倉
家
の
菩
提
寺
・
圓
福
寺
の
す
ぐ
背
後
、
丘
陵
に
広
が
る
城
跡
は
現
在
公

園
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
る
。
と
は
い
え
一
歩
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、
一
帯
は
時

が
止
ま
っ
た
か
の
よ
う
。
ま
る
で
空
気
が
違
う
。
四
方
に
巡
ら
さ
れ
た
土
塁
、
切

り
立
っ
た
巨
大
な
空
堀
が
圧
巻
だ
。
上
楯
城
跡
を
起
点
に
、
い
ざ
出
発
！

　

上
楯
城
跡
は
東
西
4
0
0
m
、
南

北
6
0
0
m
の
ス
ケ
ー
ル
を
誇
る
大

型
の
連れ
ん
か
く
し
き
や
ま
じ
ろ
あ
と

郭
式
山
城
跡
。
連
郭
式
と
は
本

丸
・
二
の
丸
・
三
の
丸
を
直
線
的
に
並

べ
た
形
式
。
最
高
所
に
本
丸
、
西
に
二

の
丸
、
南
に
三
の
丸
の
ほ
か
、
曲く
る
わ輪
、

馬ば

ば場
跡あ
と

か
ら
な
る
。
比
高
は
約
70 

m
。

北
側
は
足
が
す
く
む
ほ
ど
の
断
崖
だ
。

東
南
面
は
数
段
の
そ
れ
ぞ
れ
平
場
で
築

か
れ
て
い
る
。

　

築
城
さ
れ
た
の
は
1
5
4
5
（
天

文
14
）
年
頃
。
城
主
・
支
倉
常
正
の

禄ろ
く
だ
か高
は
当
時
1
2
0
0
石
。
伊
達
藩

の
中
級
武
将
だ
っ
た
。
1
5
7
1
（
元

亀
2
）
年
、
米
沢
の
伊
達
家
藩
士
・
山

口
常
成
の
子
に
生
ま
れ
た
常
長
は
、
7

歳
で
伯
父
・
支
倉
時
正
の
養
子
に
。
そ

の
た
め
常
長
は
養
祖
父
・
常
正
が
築
い

た
上
楯
城
で
、
青
年
期
ま
で
過
ご
す
こ

と
に
な
っ
た
。

　
こ
こ
で
幼
少
期
の
常
長
が
目
に
し
た

光
景
を
想
像
し
て
み
よ
う
。
さ
ぞ
か
し

隠
れ
ん
坊
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
う
っ

て
つ
け
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
立
ち
止

ま
っ
て
、
じ
っ
と
辺
り
を
眺
め
て
い
る

と
、
元
気
い
っ
ぱ
い
空
堀
を
駆
け
回
る

常
長
少
年
が
、
今
に
も
現
れ
て
き
そ
う

じ
ゃ
な
い
か
。

　
上
楯
城
跡
ま
で
は
圓
福
寺
の
駐
車
場

か
ら
登
る
ほ
か
、
山
頂
付
近
に
駐
車
場

が
整
備
さ
れ
て
い
る
（
写
真
右
）。

上か

み

た

て楯
城
跡

空か
ら
ぼ
り堀

と
連
な
る
土
塁
が
圧
巻
！

　
本
丸
は
広
く
、西
に
土
塁
が
築
か
れ
、

空
堀
が
ぐ
る
り
と
取
り
囲
む
。
中
央
は

う
っ
そ
う
と
杉
木
立
が
生
い
茂
る
。
明

治
以
降
、
本
丸
は
長
ら
く
畑
と
し
て
利

用
さ
れ
て
い
た
。
や
が
て
持
ち
主
が
畑

作
を
や
め
ら
れ
、
杉
の
木
を
植
林
。
現

在
の
光
景
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
び
っ

し
り
と
城
跡
を
埋
め
尽
く
し
、
整
然
と

並
ぶ
様
は
杉
の
回
廊
の
よ
う
だ
。

　
本
丸
の
北
東
側
に
も
ご
注
目
。
二
重

の
空
堀
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
通
じ

る
虎こ
ぐ
ち口

が
あ
り
、
二
段
の
コ
の
字
の
土

塁
が
築
か
れ
て
い
る
。
同
じ
よ
う
に
横

堀
が
巡
る
二
の
丸
も
、一
部
に
土
塁
が
。

三
の
丸
は
や
や
荒
れ
て
い
る
も
の
の
、

東
側
に
横
堀
が
見
ら
れ
、
南
は
堀
切
に

よ
り
遮
断
さ
れ
て
い
る
。

　
不
思
議
な
こ
と
に
、
攻
め
入
る
敵
を

イ
メ
ー
ジ
す
る
だ
け
で
も
武
者
震
い
が

し
て
く
る
。
そ
れ
く
ら
い
臨
場
感
た
っ

ぷ
り
。
荘
厳
な
雰
囲
気
の
中
、
戦
国
武

将
が
郷く
に

を
愛
し
守
る
た
め
に
、
知
恵
を

絞
っ
た
戦
術
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る

か
ら
だ
ろ
う
か
。

常
長
少
年
が
す
く
す
く
育
っ
た

情
景
に
想
い
を
馳
せ
る

時
を
超
え
て
息
づ
く

サ
ム
ラ
イ
魂
に
武
者
震
い

空堀に攻め入った敵は、頭上の土塁から狙い撃ちされるように設計されている。どんなに勇ましくても、これじゃひとたまりもない

本丸跡には大銀杏がそびえる。根元に小さな赤い祠が鎮座。
これが「八幡神社」だ

当時大勢の人々が暮らしていたことを実感できる井戸跡

所々に倒木だけでなく、倒木予備軍の樹木も。散策する際はくれぐ
れも足元に気を付けて

丘陵を下った先に支倉家の菩提寺・圓福寺がある

城跡の理解が深まる、知ってタメになる用語一覧

上楯城跡 MAP
かみたて

国道286号
碁石・仙台
方面へ至

新羅の郷へ至

蛇塚八幡

碁石・
村田方面へ至

標柱・説明板道

平場

駐車
場・
トイ
レ

土塁

空堀

遊歩道

川崎町教育委員会　2018年 12月発行
（平成 1８年宮城県教育委員会文化財調査報告書参照）

大銀杏

空堀

堅堀

二の丸

本丸

杉林

馬場

曲輪

大ケヤキ

尾根沿
大手道

竹林

堀切

曲輪

櫓台
搦手虎口

虎口

門跡 三の丸

杉林曲輪

八幡神社
（祠）綺麗な空堀

イカリ印の墓

大手門跡

支倉常長の墓
6基の墓石

イーレ！
はせくら王国

支倉郷土
文化伝承館

県道
碁石
・富
岡線

円福寺
（マリア観音）

町道

P

P

P

WC

駐車場から
上楯城址を

ゆっくり歩いて
約1時間

宿の
街並

井戸跡
曲輪

竹林

2 1
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役
場
近
く
の
川
崎
小
学
校
に
小
さ
な

丘
（
館
山
）
が
あ
る
。
か
つ
て
、
こ
こ

に
砂い
さ
ご金

氏
の
居
城
「
前
川
城
」
が
あ
っ

た
。
砂
金
氏
十
一
代
・
砂
金
右
兵
衛

常
房
（
実
常
）
が
1
6
0
8
（
慶
長

13
）年
か
ら
2
年
ほ
ど
費
や
し
て
築
城
。

1
7
0
2
（
元
禄
15
）
年
頃
ま
で
、
百

年
近
く
居
城
し
た
。

　
砂
金
氏
が
途
絶
し
た
後
、
伊
達
氏
は

最
上
境
の
要
衝
と
し
て
、
こ
こ
に
伊
達

一
門
（
川
崎
伊
達
氏
）
を
配
し
、
笹
谷

街
道
沿
い
の
備
え
に
万
全
を
期
し
た
。

仙
台
藩
の
要
害
は
支
城
の
役
割
を
果
た

し
、
21
城
あ
っ
た
う
ち
の
ひ
と
つ
が
、

こ
こ
。
川
崎
町
の
町
名
は
川
崎
城
（
川

崎
要
害
）
に
由
来
す
る
。
ち
な
み
に
要

害
は
城
だ
け
で
な
く
、
必
ず
町
場
・
宿

駅
な
ど
の
城
下
町
を
持
つ
。
地
域
経
済

の
中
心
と
し
て
機
能
し
た
。

　
現
在
城
山
公
園
と
な
っ
て
い
る
場
所

が
本
丸
、
川
崎
小
学
校
が
二
の
丸
だ
っ

た
。
東
南
部
に
大
手
門
口
、
北
面
に
搦

め
手
も
。
東
西
1
0
0
間
、
南
北
40

間
の
エ
リ
ア
に
は
土
塁
や
空
堀
も
一
部

残
っ
て
い
る
。城
跡
周
辺
の
町
割
り
も
、

ほ
ぼ
当
時
の
ま
ま
だ
。

　
と
こ
ろ
で
、
町
内
に
は
前
川
城
と
は

別
に
前
川
本も

と
し
ろ城

が
あ
る
。
川
崎
要
害
の

“
前
身
”
と
い
う
意
味
で
中
ノ
内
城
が

そ
う
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
開
創
は
平
安
時
代
後
期
。明
治
初
期
、

真
言
宗
智
山
派
の
直じ
き
ま
つ
じ

末
寺
と
し
て
現
在

地
に
中
興
開
山
し
た
。
塑
像
の
延
命
地

蔵
菩
薩
が
ご
本
尊
。
身
の
丈
3
尺
（
約

90 

cm
）
あ
り
、
平
安
時
代
の
作
と
伝
え

ら
れ
る
。
脇
仏
に
マ
リ
ア
観
音
像
が
置

か
れ
、
仏
像
に
模
し
て
い
る
こ
と
か
ら

隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
に
由
来
す
る
も
の
と

さ
れ
る
。

　

ご
存
じ
の
通
り
、
支
倉
常
長
は
藩

主
・
伊
達
政
宗
の
命
を
受
け
て
、
慶
長

遣
欧
使
節
と
し
て
イ
ス
パ
ニ
ア
（
ス
ペ

イ
ン
）
へ
。
帰
国
後
は
支
倉
の
地
に
安

住
し
、
52
年
の
短
く
も
、
波
乱
万
丈
の

生
涯
を
閉
じ
た
と
い
わ
れ
る
。
圓
福
寺

本
堂
裏
手
の
斜
面
に
は
支
倉
常
長
の
墓

と
伝
え
ら
れ
る
宝ほ
う
き
ょ
う
い
ん
と
う

篋
印
塔
が
残
る
。
ほ

か
に
も
錨
い
か
り
印
の
付
い
た
墓
跡
も
3
基
あ

り
、
常
長
に
同
行
し
た
人
物
の
墓
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。

　
五
輪
塔
は
い
つ
建
て
ら
れ
た
か
定
か

で
は
な
い
。
苔
む
し
て
、
風
化
に
よ
り

文
字
が
磨
滅
し
、
ほ
と
ん
ど
解
読
不
能

に
。
そ
れ
に
よ
り
か
え
っ
て
ミ
ス
テ
リ

ア
ス
な
度
合
い
が
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。

　

地
域
農
業
の
振
興
と
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
再
生
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
廃

校
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
。
テ
ー
マ
は

「
食
べ
る
・
遊
ぶ
・
集
う
」。
食
と
体

験
の
交
流
施
設
だ
。
今
年
2
月
、
木

の
お
も
ち
ゃ
シ
ョ
ッ
プ
「
ユ
ー
ロ
バ

ス
」
の
新
規
出
店
に
伴
い
、
木
育
広

場
「
里
山
E
S
C
U
E
L
A
（
さ
と

や
ま
エ
ス
ク
エ
ラ
）」
も
オ
ー
プ
ン
し
、

子
ど
も
連
れ
に
人
気
。

　

手
づ
く
り
カ
レ
ー
と
自
家
焙
煎

コ
ー
ヒ
ー
が
自
慢
の
「
カ
フ
ェ
・
マ

ル
」
で
一
番
人
気
な
の
が
、
こ
れ
で

も
か
！
っ
て
く
ら
い
、
ぶ
厚
い
ホ
ッ

ト
ケ
ー
キ
。
煎
り
た
て
で
香
り
が
い

い
コ
ー
ヒ
ー
と
ど
う
ぞ
。
平
日
限
定

日
替
わ
り
ラ
ン
チ
や
、
焼
き
カ
レ
ー

も
お
す
す
め
だ
。

　

川
崎
町
で
1
4
0
年
前
に
栽
培
さ

れ
て
い
た
「
川
崎
茶
」
を
復
活
さ
せ
よ

う
と
始
め
ら
れ
た
日
本
茶
カ
フ
ェ
。

　
豚
の
健
康
と
快
適
な
育
成
に
と
こ
と

ん
こ
だ
わ
り
、
豚
本
来
の
美
味
し
さ
を

引
き
出
し
た
宮
城
蔵
王
の
ブ
ラ
ン
ド
豚

「
J
A
P
A
N 

X
」
が
味
わ
え
る
。

圓
長
山

圓え

ん

ぷ

く

じ

福
寺

イ
ー
レ
！
は
せ
く
ら
王
国

（
旧
支
倉
小
学
校
）

茶
舗 

福ふ
く
の
は
ど
う

ノ
葉
堂

レ
ス
ト
ラ
ン
・
カ
フ
ェ

k
o
k
a
g
e
（
こ
か
げ
）

常
長
伝
説
で
知
ら
れ
る

支
倉
家
の
菩
提
寺

町名由来の地は、町民憩いの場に

川崎町大字支倉字宿154
TEL.0224-86-2407

川崎町大字前川字舘山5
TEL.0224-84-2117（川崎町地域振興課）
TEL.0224-84-6681（川崎町観光協会）

古民家をリノベーションした店内で、独自に
栽培する「和紅茶かわさき」をはじめ、味や
香りが違うお茶が楽しめる。写真の「白玉ク
リームあんみつ」(単品650円、＋お茶380円）
もおすすめ
川崎町大字前川字裏丁81-1
TEL.090-8053-1223
11:00～17:00
日～水曜定休

おすすめは熱々の岩塩プレートで焼く「岩塩
焼き定食」（1,100円）。香ばしい匂いが食欲を
そそる。レモンと柚子胡椒を添えて味わうと
さらに白米が進む

川崎町大字前川字裏丁57-10
TEL.0224-86-4892
11:00～15:00
日・月曜、祝日定休　※営業時間・定休日は変わる場合があります。

「イーレ」はスペイン語で「行こう」という意味。カ
フェ・マルでは、自家焙煎のコーヒーで風味の違
いを楽しめる。「温野菜のせカレー」（1,000円）。

川崎町支倉塩沢9
TEL.0224-51-9131

10:00～18:00（LO17:30）／土曜21:00まで営業（LO20:00）
火曜定休　※火曜が祝日の場合は翌日休

錨印の付いた墓は、果たしてイスパニアへ同行した
人物のものなのか？　想像力をかき立てられる

立寄りスポット立寄りスポット

通常非公開のマリア観音像を、りらく読者のために特別ご開帳

支倉常長の墓と伝えら
れる宝篋印塔。若かり
し日の常長が目にした
であろう平野を一望で
きる場所に立つ

　川崎町の圓福寺をはじめ、常長の墓といわれる場所はあちこち
に点在する。宮城県だけでなく岩手県にもあり、真相は謎に包まれ
たまま。なぜこんなに多くの墓が？　しかも広範囲に散らばって。
不思議なのは常長の没年。圓福寺の碑には「51歳没」とあるのに対
して、大郷町メモリアルパークの碑は「84歳没」。慶長遣欧使節のミッ
ションを志半ばで終えて帰国した常長は、本当に翌年亡くなったのか、
それとも……。

川遊びや沢遊びが楽しめる北川
河川公園。公園の北側ではなく
西側には、丸々と削られた巨岩
がごろごろ。世界遺産に登録申
請したくなるほど。

県内外にあるある!? 支倉常長の墓車窓一推しの絶景  北川の川床
ColumnColumn

搦め手より向かって右が本丸、左が二の丸だった。現在はそれぞれ
城山公園、川崎小学校になっている

町裏に連なる丘陵の西端
を利用した川崎要害。東
を空堀によって切断し、
周囲を土塁で囲んでい
る。内部も土塁で二分。
東半分の一部に家中屋
敷を置き、西半分が館主
の居所に。土塁の上には
木棚か柴垣を結い、南麓
に大手門を開いていた

城山公園を下った側面の石垣は昭和初期に造られたものだそうだ

春の城山公園は、桜が満開に咲き誇る憩
いの場に。穏やかな時間を堪能して

前
ま え か わ

川城跡
（川崎城・川崎要害）

長い歳月をかけて、こんな光景
に。自然が生みだした造形美に
びっくり

4 3
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人気ナンバーワンの「蔵王のお釜ピザ」（1,857
円）は蔵王で採れた良質な牛乳で作ったチー
ズをたっぷり乗せて、ふわふわもちもち。ク
セになる美味しさだ
川崎町大字前川字松葉森山6-5
TEL.0224-86-4678
平日10:00～16:00（LO15:30）、土・日・祝日10:00～17:00（LO16:30）
※11月〜3月（冬期）は平日11:00〜15:00（LO14:30）、土・日・祝日
11:00〜16:00（LO15:30）　※生地がなくなり次第終了
火曜定休　※祝日の場合は営業

川崎町大字小野字弁天29-1
TEL.0224-87-6623
9:00～17:00（テイクアウトは10:00～16:00）
※火・水曜はテイクアウトのみ休み　※冬期（12月中旬～2月末ごろ）休業
不定休

小
野
城
跡

（
牛
ケ
館
）

　

土
塁
が
三
重
に
連
な
り
、
美
し
い

ウ
ェ
ー
ブ
を
描
く
。
内
枡
形
を
ふ
た
つ

重
ね
付
け
た
技
巧
的
な
虎
口
と
併
せ
て

「
土
の
芸
術
」
と
呼
ば
れ
る
前
川
本
城

だ
。
こ
こ
は
笹
谷
街
道
と
羽
前
街
道
に

接
す
る
交
通
の
要
衝
。
山
形
最
上
氏
、

米
沢
上
杉
氏
と
対
し
、
伊
達
氏
に
と
っ

て
重
要
な
防
衛
拠
点
だ
っ
た
。

　
前
九
年
の
役（
1
0
5
6
～
）の
際
、

安
倍
貞
任
が
4
千
の
精
鋭
と
川
崎
柵
に

　
小
野
城
跡
の
て
っ
ぺ
ん
か
ら
は
、
釜

房
湖
か
ら
国
営
み
ち
の
く
杜
の
湖
畔
公

園
、
蔵
王
連
峰
ま
で
を
一
望
で
き
る
。

目
の
前
に
絶
景
が
広
が
り
、
雄
大
な
パ

ノ
ラ
マ
に
息
を
の
む
。
天
下
を
取
っ
た

殿
様
気
分
に
ひ
た
れ
る
こ
と
請
け
合
い

だ
。

　
街
道
を
見
下
ろ
す
巨
大
な
山
城
跡
は

天
正
年
間
、
笹
平
山
に
小お

の野
雅う
た
の
じ
ょ
う

楽
之
允

が
築
城
し
た
も
の
。
1
5
7
6
（
天
正

4
）
年
、
伊
達
輝
宗
と
相そ
う
ま馬
盛も
り
た
ね胤
と
の

間
で
行
わ
れ
た
伊
具
郡
丸
森
で
の
戦
い

に
近
郷
の
砂い
さ
ご金
・
支
倉
両
氏
と
と
も
に

参
戦
。
1
5
8
8
（
同
16
）
年
の
伊
達

政
宗
の
大
崎
攻
め
で
は
、
支
倉
氏
と
と

も
に
出
陣
し
て
い
る
。

　

小
野
城
は
東
西
2
5
0
m
、
南
北

1
8
0
m
。
東
郭
と
西
郭
に
大
き
く
二

分
さ
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
が
周
囲
に
曲
輪

群
と
土
塁
、
空
堀
な
ど
の
防
御
設
備
を

持
ち
、
東
の
南
側
に
大
手
、
北
中
央
付

近
に
搦
め
手
の
虎
口
、
ま
た
南
山
腹
に

二
の
丸
が
あ
っ
た
。
主
郭
の
西
か
ら
北

に
か
け
て
土
塁
が
巡
り
、
北
下
に
は
空

堀
か
ら
続
く
通
路
が
搦
め
手
虎
口
ま
で

続
く
。

よ
っ
て
戦
い
、
こ
の
柵
が
地
名
を
取
っ

て
「
中
ノ
内
城
」
と
呼
ば
れ
た
。
戦
国

末
期
の
天
正
年
間
1
5
7
3
年
頃
、

砂い
さ
ご金
氏
八
代
常
久
が
築
城
。
1
6
0
9

年
頃
、
十
一
代
常
房
が
前
川
城
に
移
転

す
る
ま
で
居
城
し
た
。
居
城
期
間
は
36

年
間
と
短
く
、
後
廃
城
と
な
っ
た
中
ノ

内
城
は
「
本
城
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
り
、
周
辺
の
地
名
と
な
っ
た
。

　

東
西
南
北
と
も
に
約
2
0
0
m

の
中
世
連
郭
式
山
城
で
、
本
丸
、
二

の
丸
と
大
規
模
な
土
塁
、
空
堀
が
あ

り
、
馬う
ま
だ
し
く
る
わ

出
曲
輪
を
備
え
る
。
砂
金
氏

（
1
5
0
0
石
ほ
ど
）
の
動
員
人
数
に

対
し
て
曲
輪
が
広
す
ぎ
る
た
め
、
関
ヶ

原
の
頃
、
上
杉
対
策
に
最
上
へ
の
増
援

を
考
え
、
外
曲
輪
を
増
設
し
た
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
支
倉
常
長
に
ち
な
む
ブ
レ
ン
ド
や
本
格

シ
ン
グ
ル
オ
リ
ジ
ン
に
加
え
、
白
砂
糖
や

マ
ー
ガ
リ
ン
を
使
わ
な
い
焼
き
菓
子
や

濃
厚
ツ
ネ
ナ
ガ
シ
ェ
イ
ク
も
楽
し
め
る
。

パ
ノ
ラ
マ
絶
景
を
独
り
占
め
！

天
下
を
取
っ
た
気
分
に

壮
大
な
「
土
の
芸
術
」
に
魅
せ
ら
れ
る

川崎町小野字笹平山

川崎町大字前川字本城

1 3つの土塁上から、三段の射撃が行えるよう考えられている　
2 西に広がる三重土塁は180mに及ぶ。各土塁の間にある空堀と
の落差は最大15m。城の内側から城外に向かって連なる様は、波
のうねりを思わせる。外に向かうに従い、土塁と堀は低くなって
いく　3 東西130m、南北100mほどの長方形の平場が本丸だっ
た。東南西の三面に土塁、その外側に空堀を築き、二重の防御が
施されている　4 長年にわたり降り積もった落ち葉の絨毯で、城
址内はフカフカだ

　新型コロナウイルスより遡ること200年。江戸時
代から昭和初期にかけて疱瘡（天然痘）、麻疹、コレ
ラなどがたびたび大流行し、多くの命が失われた。
川崎町内には疫病から人々を守るため、疫病退散の

「牛頭（ごず）天王」、疱瘡神の「若木山」関連の石碑
などを設置。小野城跡の熊野神社隣にひっそり佇む
若木神社にも、当時の様子が偲ばれる。小野城跡散
策がてら、ちょっと寄り道して参拝を。

疫病から人 を々守る

若
おさなぎ

木神社

川崎町大字小野字湯田36-1
10:00～17:00(L.O.16:30) 
月曜定休、不定休

手
打
ち
そ
ば 

川か
わ
ど
て
い

音
亭

Ono   de  ca
fe
（
オ
ノ 

デ 

カ
フ
ェ
）

森
の
ピ
ザ
工
房 

ル
ヴ
ォ
ワ
ー
ル

（
中
ノ
内
城
跡
）

西側に位置する
郭には大きな土
塁と空堀が。V字
形に掘られた薬
研堀の傾斜はキ
ツく、深さが６ｍ
もある

天高く、ドローンで小野城跡を撮影

前ま

え

か

わ

も

と

し

ろ

川
本
城

1

4

3 2

Column

　
一
般
的
に
期
間
限
定
で
提
供
さ
れ
る

寒
ざ
ら
し
そ
ば
を
、
川
音
亭
で
は
通
年

食
べ
ら
れ
る
。
自
家
栽
培
さ
れ
た
野
菜

の
天
ぷ
ら
と
一
緒
に
召
し
上
が
れ
。

　
食
材
と
手
作
り
に
こ
だ
わ
っ
た
ピ
ザ

工
房
。
蔵
王
山
麓
の
美
味
し
い
水
で
練

り
上
げ
、
低
温
長
時
間
発
酵
さ
せ
た
ピ

ザ
生
地
は
小
麦
の
香
ば
し
さ
が
抜
群
。

　

杜
の
湖
畔
公
園
そ
ば
の
八
百
屋
&

カ
フ
ェ
。
濃
厚
ソ
フ
ト
に
旬
の
果
実
を

盛
っ
た
名
物「
八
百
屋
の
本
気
パ
フ
ェ
」

は
絶
品
で
、
リ
ピ
ー
タ
ー
続
出
。

コシがあり、そば
本来の甘みが味わ
える寒ざらしざる
そ ば（1,200円 ）。
秋のイチオシが、
温 か い き の こ 汁

（500円）とのセッ
ト。旬の風味たっ
ぷり、奥深い味わ
いにほっこり

「八百屋の本気パフェ」
（1,200円）はボリューム
満点、お手ごろ価格で
大人気。旬のフルーツ
を惜しみなく、どっさり
使っている（写真は6月
に提供された「さくらん
ぼパフェ」1,500円）

川崎町産の卵を使用した「背徳感のチー
ズ＆ハンバーグエッグサンド」（1,380円）
と「ツネナガシェイク」（850円）

川崎町大字前川字六方山29-1
TEL.0224-87-2903
11:00～16:00　※そばがなくなり次第終了
不定休

立寄りスポット立寄りスポット

生
駒
農
場
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湯
元 
不
忘
閣

岡
崎
旅
館

青
根
温
泉
は
1
5
2
8（
享
禄
元
）年
に
発
見
さ
れ
、1
5
4
6（
天
文
15
）年
の
開
湯
以
来
、5
0
0
年
近
い
歴
史
を
誇
る
。

仙
台
平
野
か
ら
太
平
洋
ま
で
を
望
む
標
高
約
8
0
0
m
に
佇
み
、
眺
望
絶
佳
。
藩
政
時
代
に
伊
達
家
の
保
養
所
と
し
て

利
用
さ
れ
た
歴
史
も
。
由
緒
あ
る
山
間
の
い
で
湯
は
、
品
格
と
素
朴
さ
が
共
存
。
懐
か
し
さ
に
和
み
、
優
し
く
癒
さ
れ
る
。

　
か
つ
て
伊
達
家
の
御
殿
湯
（
別
荘
）
だ
っ
た

湯
元 

不
忘
閣
。「
こ
の
地
忘
れ
ま
じ
」
と
い
う

政
宗
の
想
い
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
と
い
う
。

　
後
年
与
謝
野
鉄
幹・晶
子
夫
妻
、
田
山
花
袋
、

芥
川
龍
之
介
、
古
賀
政
男
、
山
本
周
五
郎
、
吉
川

英
治
、
川
端
康
成
な
ど
多
く
の
文
人
墨
客
に
も
愛

さ
れ
、
文
化
活
動
の
拠
点
と
し
て
も
名
高
い
。

　
土
蔵
内
に
設
え
ら
れ
た
蔵
湯
を
は
じ
め
、
木

造
建
築
と
石
風
呂
が
美
し
く
調
和
す
る
大
湯
な

ど
、
湯
巡
り
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

　
1
9
0
6
（
明
治
39
）
年
の
大
火
に
よ
り
青
根

温
泉
街
の
建
物
は
こ
と
ご
と
く
焼
失
し
た
が
、
明

治
中
期
に
建
て
ら
れ
た
岡
崎
旅
館
の
南
棟
は
火
災

を
免
れ
、
大
火
前
の
様
子
を
今
に
伝
え
る
。
昭
和

初
期
に
建
て
ら
れ
た
北
棟
も
明
治
か
ら
昭
和
に
か

け
て
の
旅
館
建
築
の
風
情
た
っ
ぷ
り
。
南
棟
と
も

ど
も
国
登
録
有
形
文
化
財
に
な
っ
て
い
る
。

　
天
然
温
泉
掛
け
流
し
で
湯
量
も
豊
富
。
肌
が
ス

ベ
ス
ベ
に
な
る
こ
と
か
ら
「
若
返
り
の
湯
」
と
の

異
名
も
あ
る
。

歴
代
伊
達
藩
主
や
文
豪
に
愛
さ
れ
た
名
湯

若
返
り
の
湯
で
、
の
ん
び
り
、
ゆ
っ
た
り
寛
ぐ

ゆったり湯浴みが
堪能できる大浴場、
２つの貸切風呂で、
自慢のいで湯を存
分に楽しめる。日
帰り入浴は500円、
貸切は1,000円

川崎町青根温泉8-5
TEL.0224-87-2016

川崎町の城跡について、もっと詳しく知りたい、
深掘りしたい方におすすめ

令和5年度 川崎町の文化財 第13集 城館
川崎町教育委員会発行
※お買い求めは川崎町公民館（TEL.0224-84-2311）

Book

川崎町青根温泉1-1
TEL.0224-87-2011

川崎町 地域振興課　宮城県柴田郡川崎町前川裏丁１７５−１　TEL.0224-84-2117（直通）

「りらくの記事を見た」と伝え
ると、明治・昭和の湯治棟を
無料で見学できる（通常500円）

右／「青根御殿」には伊達
家からの拝領品、当家に
伝わる古文書、宿泊した
作家らの手紙や作品等が
展示され、見応えがある

（宿泊者限定）

下／本館・離れ・御殿棟・
文庫蔵・座敷蔵・穀蔵・
門の7件が国登録有形文
化財となっている

5
2
0
2

年
10
月
発
行

別冊


